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旨

本論文は近年盛んに建造され始めた超大型油槽船の強度を理論的および実験的に究明したもの

要の
RH  
官内文

坤.

で， 2編よりなっている。

第1編においては船全体としての強度解析を行ない，船体を構成する各部材に作用する力とモ

ーメントの分布および応力分布を求め，実船実験を行なった結果と比較して，本解析法の妥当性

を実証した白

第1章において従来行なわれてきた解析法，すなわち船体を平面骨組構造として解析する方法

の欠点を論じ，立体構造として解析する必要性およびその場-合の問題点等について検討を行なっ

ている。

第2章においては船体を立体構造として解析する場合の仮定を設け，基礎理論を導くと共に具

級の大型油槽船について第2章で導かれた解析法および40万 DWT

体的な解析方法を示した。

第3章では20万 DWT

を用いて船体各部の応力分布および変形を求めた。

第4章においては20万 DWT級の油槽船の実験結呆を示すと共に，

た理論値とを比較し，両者がよく合致することを実証した。

第2編においては，第1編で求められた各部材を作用する力およびモーメントに対して，複雑

な形状を持つ部材の弾塑性応力分布を解析すると共にこれらの部材の弾塑性座屈強度を究明し，

これと第3章で求められ

実船の局部強度を明らかにした。

第1章では実船の損傷例から考えて船体の局部強度の正確な評価の重要性を論じ，従来から行

なわれてきた解析法の限界について検討し，新しく開発された有限要素法の有効性について詳述
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した。



第2章においては一般平面弾塑性問題に対する有限要素法の基礎理論およびそれによる解法を

示すと共に，関口を持つ模型の引張試験を行ない，その結果と上記の解法による値とを比較して少

本解法の有効性を確認した。

第3章では有限要素法による平板の弾塑性座屈理論を新しく展開してその解法を確立し，複雑

な荷重，支持条件および任意の形状を有する平板の弾塑性座屈強度を求めることを可能とし，今

まで解くことが困難であった複雑な形状を持つ板の弾塑性座屈問題を精度よく解き得ることを示

した。一方この解法をもとにして電子計算機用プログラムを完成し，超大型油槽船で問題とされ

ているスロットを有する横部材の座屈強度を系統的に解析し，船体強度上貴重な設計資料を提供

した。

第4章においては船体の強度部材の座屈に対する補強法を検討するためリブで補強された板の

座屈強度を究明し， リブの取り付け方向および形状と板の座屈強度との関係を明らかにして補強

材の有効性を求めた。

論文の審査結果の要旨

油槽船の急速な大型化に伴って，船体構造の強度上多くの重大な問題が生じているが，本論文

では有限要素法をもとにして船体の全体強度から局部強度に至る一連の解析法を初めて誘導し，

実船実験結果を解析して本解法の有効性を実証したD 一方従来非常に困難とされていた複雑な弾

塑性座屈問題に対する解析法を確立し，船体を構成する各部材の座屈強度を明らかにした口これ

らの業績は船体構造強度上のみならず，その他の構造工学の分野においても貢献するところが大

である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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